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要旨 
ツーリズムインパクトを経済的，社会文化的，環境的（（Pearce1988)、（Gursoy
ほか 2004）、（Andereck ほか 2005）と分類することができ、これらツーリズム
インパクトにポジティブな側面とネガティブな側面が共存している（佐々木
2006）。ツーリズムインパクトに対する地域住民の知覚と態度を把握することは
観光地の将来的な観光開発成功に大きな役割を果たす（Andriotis2005、 Yoon
ほか 2001）とされている。 
経済的なツーリズムインパクトに対する地域住民の態度は肯定的な場合が
多い。地域住民は雇用創出（Lankford1994、Yoon ほか 2001）、重要な収入源（Liu
ほか 1986）といったポジティブな側面を知覚する一方、物価上昇（Liuほか 1986）、
商品とサービス価格の引き上げ（Jonhsonほか 1994）、インフレ（Akisほか 1996）
といったネガティブな側面も知覚している。 
ツーリズムインパクトは地域の社会文化的な特性と習慣、風習、社会生活、
信念と価値観にも影響を及ばす。レジャー活動機会の創出（Liu ほか 1987、
Perdue ほか 1990）、文化活動の活性化（Andereck ほか 2000）、地域住民とし
ての誇りやアイデンティティ （ーYoon ほか 2001）といったポジティブな側面に
対して地域住民は肯定的な態度を示す一方、混雑、渋滞（Perdue ほか 1990、
Andereck ほか 2005）、非行行為、破壊行為、重大犯罪（Lankford 1994）、窃
盗、薬物の使用（King ほか 1993）、売春（Liu ほか 1986）などネガティブな側
面も知覚し、否定的な立場をとることが明らかになっている。 
観光による環境的なンパクトとして環境汚染（ Yoon ほか 2001）、ごみ
（Lankford1994、Andereck ほか 2005）、混雑（Liu ほか 1987、Yoon ほか 2001）、
施設、資源の密集（Lindberg1997）などネガティブな側面を知覚する場合が多
い。他にも地域の観光産業に頼る経済的な依存度、観光開発の段階、住居と観
光地との距離、観光に関する地域住民の知識といった要素、地域住民の性別、
年齢、教育レベル、所得といった人口動態変数も地域住民の知覚および態度に
大きく影響を与える。  
モンゴルの観光業は 1954 年から行政指導の下で独自に開発された。行政主
導による開発だったため、観光業への民間の参入は一切なく、観光ルートも決
まったコースに限っていたとされている（Bilegsaikhan2010）。観光による収益
  
 
は国家予算に割り当てられていたため、地域住民への直接かつ経済的な影響は
なかったと考えられる。社会主義という政治的な特徴もあり、観光客と地域住
民との接触が限られ、社会文化的な影響も少なかったと推測される。1990 年以
降のモンゴルの観光業は民間主導の下、民間資本による観光開発へと転向した。
観光客の数は劇的に増加し、現在およそ 4 倍の 40 万人となっている。観光産業
による収益は 2015 年に 2 兆 7 千 6 百万ドルとなっているほか、観光収益は国内
GDP のおよそ 5 パーセントを占め、鉱業（モンゴル GDP の 25％）、牧畜業（モン
ゴル GDP の 12％）に次ぐ経済を支える重要な分野となっている 
この劇的な変化から、本研究においてモンゴルを代表する観光地であるウブ
ルハンガイ県ハラホリン郡に焦点を当て、地域におけるツーリズムインパクト、
それに対する地域住民の知覚および態度、さらに人口動態変数によるツーリズ
ムインパクトに対する地域住民の知覚および態度の差異を把握することを目的
とした。 
ハラホリン郡は、2004 年に「オルホン渓谷の文化的景観」として世界文化遺
産に登録されたオルホン渓谷に位置し、人口は 1 万 2 千人である。モンゴルを
代表する有数の観光地であり、2015 年にモンゴル政府が可決した「観光開発国
家プログラム」に観光開発の中心地として開発されることが盛り込まれている。 
2016 年 9 月、地域住民 100 人を対象としたアンケート調査の分析結果から以
下の結果を導き出すことができた。ハラホリン郡において、地域住民は経済的、
社会文化的、環境的なツーリズムインパクトを知覚している上、経済的な影響
に対して、やや肯定的な態度を示していることが明らかになった。社会文化的
な影響に関して、地域住民は社会文化的なツーリズムインパクトの両面性を知
覚していることが示されたが、環境的な影響に関して、ネガティブな影響をよ
り知覚し、否定的な態度を示していることが明らかになった。しかし、これら
影響のネガティブな側面に関して、地域社会に起きている現状ではなく、地域
住民の懸念、先入観から導き出された結果である可能性が高いことが現地調査
にて明らかになった。地域住民が最も肯定的な反応を示した経済的な影響に関
しても、経済的な恩恵は観光業に携わる一部地域住民に限り、地域経済全体に
影響を与えていない実態がヒアリング調査で明らかになっており、地域住民の
今後の観光開発に対する期待と結び付く結果となった可能性が高い。 
  
 
本研究において、ツーリズムインパクトに対する地域住民の知覚および態度
に人口動態変数による大きな差は見られなかった。 
以上に述べたように、ウブルハンガイ県ハラホリン郡において実施した調査
によって、地域住民はツーリズムインパクトを知覚し、それぞれのインパクト
に対する態度を示していることが明らかとなり、今後、地域住民の態度に影響
を与える要素、要因に関するより幅広い研究が求められる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
Abstract 
Tourism impacts can be classified as economic, socio-cultural, environmental 
(Pearce1988, Gursoy et al. 2004,(Andereck et al. 2005), and these tourism impacts 
have positive and negative aspects (Sasaki 2006). To grasp the perception and 
attitudes of local residents towards tourism impact plays a major role in the future 
tourism development success of tourist destinations (Andriotis 2005, Yoon et al. 
2001). 
Attitudes of local residents to economic tourism impact are often positive.  
Local residents take the most positive attitude towards the economic impact of 
tourism. Local residents perceive positive aspects such as employment creation 
(Lankford 1994, Yoon et al. 2001), important sources to income (Liu et al 1986). 
Meanwhile, local residents also perceive negative aspects such as price increases 
(Liu et al. 1986), raising prices of goods and services (Jonhson et al. 1994), inflation 
(Akis et al. 1996). 
The local socio - cultural characteristics and local custom, social life, beliefs and 
values are also could be influenced by the tourism impact. Aspects such as 
stimulation of cultural activities (Andereck et al. 2000), creation of leisure activity 
opportunities (Liu et al. 1987, Perdue et al. 1990), increasing of pride and cultural 
identity (Yoon et al. 2001) are factors of positive attitudes by local residents. On 
the other hand, it is clear that local residents perceive aspects such as 
crowdedness, congestion (Perdue et al. 1990, Andereck et al 2005), delinquency, 
vandalism, serious crime (Lankford 1994), theft (King et al. 1993), and prostitution 
(Liu et al. 1986) and these aspects lead to negative attitudes.  
Environmental effects perceived by residents are an environmental pollution (Yoon 
et al. 2001), rubbish (Lankford 1994, Andereck et al 2005), overcrowding and 
congestion (Liu et al. 1987, Yoon et al. 2001) agglomeration in public facilities and 
resources (Lindberg 1997).  
Other than these, factors such as economic dependence on local tourism industry, 
the stage of tourism development, distance between residential area and tourism 
spot, knowledge of local residents and demographic variables including age, gender, 
  
 
education, income are related to perception and attitudes of local residents and 
having a great influence on the attitude of the local residents.  
Development of tourism industry in Mongolia started since 1954 under 
administrative ways. Because it was administrative-led, there was no private entry 
into the tourism industry, and tourist routes were limited. (Bilegsaikhan 2010).There 
was no direct and economic impact on local residents, because touri sm revenue was 
allocated to the national budget. Also, there was limited contact between tourists 
and local residents, and influence of tourism impact was small. Since 1990’s, the 
tourism industry in Mongolia has shifted to private sector, attracting priva te capital. 
Accordingly, number of tourists has increased dramatically, currently about 4 times.  
In 2015, the tourism industry revenues reached to $ 2,766 million, tourism revenues 
share about 5% of the domestic GDP, following mining sector (25% of Mongolian 
domestic GDP), livestock sector (12% of Mongolian domestic GDP),which is an 
important sector supporting the Mongolian economy. 
Based on these changes, research is focusing on Kharkhorin Soum, Uvurkhangai 
Province, one of the leading tourist destinations in Mongolia, to clarify tourism 
impacts occurring in the area, and the perception and attitudes of the local 
residents against it.  
Kharkhorin Soum is located in the Orkhon Valley, which was registered as a World 
Heritage Site as "Cultural Landscape of Orkhon Valley" in 2004 and has a 
population of 12,000 people. It is one of the leading tourist destinations in Mongolia, 
according to "Tourism Development National Program" approved by the Mongolian 
government in 2015, Kharkhorin Soum will be developed as a major tourism center in 
Mongolia in a near future.  
Results of analysis of the questionnaire,  conducted in September 2016, targeting 
100 local residents, revealed that local residents perceived economic, socio - 
cultural and environmental tourism impacts and showed a somewhat positive 
attitude towards economic impact. 
Regarding the social and cultural impacts, it was shown that the local residents 
perceived both positive and negative aspects of social and cultural tourism impact.      
  
 
In terms of environmental impact, it was shown that the negative aspects are more 
perceived by local residents and they showed negative attitude. However, the 
negative aspects of these impacts are not the current situation that is occurring in 
the community, it can be said they are thought to be the results derived from the 
concerns of local residents. Regarding the economic impact that the local 
residents showed the most positive attitude, in fact minority of local residents 
involved in the tourism industry are only receiving economic benefits, and economic 
benefits are not affecting the entire regional economy is clarified in the interview 
survey and result of analysis of the questionnaire . It is likely to be based on the 
expectations of the local residents for future tourism development.  
The study indicates that, there is no significant difference in the perception and 
attitudes of local residents to tourism impact due to demographic variables.  
From the surveys, conducted in Kharkhorin Soum, Uvurkhangai Province, it can be 
said that the local residents perceived the tourism impacts and their attitudes 
towards their respective impacts are positive, however  more detailed research , 
considering variable factors and social changes will  be welcomed in the future.  
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第 1 章 序論 
1.1 研究背景と目的 
民主化以前のモンゴルにおいて観光業の開発は行政主導下で進められ、旧ソ
連を含む社会主義国からの観光客が 9 割以上の圧倒的な割合を占めていた。こ
れら観光客の受け入れは国営旅行社「JUULCHIN」が独占で行っていたが、1990
年にモンゴルが社会主義から経済市場へと移行したことにより、モンゴルの社
会情勢および経済状況も一変した。経済市場化の過程で、観光開発への民間参
入が可能となり、観光業を独占していた国営旅行社が民営化され、民間資本に
よる観光開発が本格的となった。その結果、旅行社と観光客数も年々、着実に
伸びてきており、年間観光客者数は経済市場化前と比較すると 4 倍にも増加し、
現在、年間およそ４0 万人となっている。 
観光は観光地に経済的な利益をもたらすとともに、一方で地域の社会情勢と
文化に変容をもたらすほか、地域において環境問題など不利な状況も生み出す。
地域住民は居住地域における観光開発に対して、主に経済的、社会文化的、環
境的な影響を知覚し、それに対する態度を形成している。ツーリズムインパク
トのポジティブな側面、ネガティブな側面であるツーリズムインパクトの両面
性に対する地域住民の知覚および態度を考察することは今後の地域における観
光開発に反映される重要な要素であると捉えられている。なぜならば観光開発
において、地域住民は最も重要な当事者であるからである。 
モンゴルにおける経済市場への移行、民間資本による観光開発から 25 年が
経過し、観光産業の著しい規模拡大、観光収益の増加、観光産業のモンゴル国
内 GDP に占める割合、モンゴル国の開発政策における観光産業の位置づけなど
から観光産業は順調に発展していると見受けられる一方、観光産業発展と同時
に観光開発によるツーリズムインパクトもモンゴルの経済、社会、環境におい
て進行していると推測される。その推測から、モンゴル国を代表する観光地で
あるウブルハンガイ県ハラホリン郡に着目し、現段階におけるツーリズムイン
パクト、それに対するハラホリン村の地域住民の知覚と態度を考察することを
目的とし、調査を実施するに至った。 
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本研究では、歴史遺跡が集中するウブルハンガイ県ハラホリン郡に焦点を当
て、地域住民 100 人を対象としたアンケート調査の実施を通して、ハラホリン
郡におけるツーリズムインパクトに対する地域住民の知覚および態度を明らか
にすることを目的とした。筆者が調査した範囲で、研究対象地であるハラホリ
ン郡においてツーリズムインパクトに対する地域住民の知覚および態度に関す
る先行事例が確認されず、本研究を通してモンゴルを代表する観光名所地にお
けるツーリズムインパクトの実態、それに対する地域住民の態度を明らかにす
ることを目的とする。 
 
1.2 本研究の構成 
本研究では、モンゴルにおける観光開発の現状と研究対象地であるウブルハ
ンガイ県ハラホリン郡における観光開発を背景に、ツーリズムインパクトに対
する地域住民の知覚および態度を以下の流れで説明していく。 
第１章の「序論」では、研究の背景、研究の目的を示し、本論文の構成につ
いて述べる。 
第２章の「既往研究」ではツーリズムインパクトとツーリズムインパクトに
対する地域住民の知覚、態度に関する既往研究をレビューし、本研究の対象地
であるモンゴルにおける先行研究の事例を提示する。 
第３章の「研究対象地の概要」では研究対象地であるモンゴルの概況とモン
ゴルにおける観光開発の歴史と現状を概観するとともに、今回の調査実施地で
あるウブルハンガイ県ハラホリン郡の経済、社会的情勢、観光開発現状に着目
する。 
第４章の「ハラホリン郡におけるツーリズムインパクトに対する地域住民の
知覚、態度調査」では 2016 年 9 月にウブルハンガイ県ハラホリン郡にて実施し
た地域住民 100 人を対象としたアンケート調査方法の方法を具体的に示す。 
第５章の「調査分析」ではアンケート調査結果を分析した上で、調査結果を
踏まえて考察する。 
第 6 章「結論」では論文全体を通しての結論を述べるとともに、今後の課題
について提議していくこととする。 
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図１：論文構成（筆者作成） 
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第 2 章 既往研究 
2.1 ツーリズムインパクト、ツーリズムインパクトに対する地域住民の 
知覚、態度に関する既存研究について  
1960 年代、世界的規模で拡大したマスツーリズムによって、観光客が訪れる
地域では観光活動および観光客らによってさまざまな変化が起きた。その代表
的な例として挙げられるのはハワイである。ハワイでは 1959 年ハワイ州化後に
リゾート地としての開発が進み、海外からの企業が進出した結果、先住民を無
理やり追い出し土地を買い占める動きが見られた。観光開発後、年間 600 万人
が訪れる人気の観光地となり、大きなお金が落とされているが、観光による住
民への影響は大きかった。観光産業において先住民は裏方に登場するに限り、
観光による直接的かつ経済的な恩恵を受けていると言い難かった。島を訪れる
観光客の数は住民の 6 倍、先住民の 30 倍に当たり（山越 2000）、混雑、キャパ
シティーオーバーなどの状況を生み出した。ホテルの廃水、ゴミなどは環境資
源を食いつぶすなど環境への影響も大きく、観光による影響はハワイ全土に広
がった。 
このように、観光は観光客を受け入れる地域の経済、社会、環境に影響を及
ばすことから（Pearce1988)は「広義に経済的，社会文化的，環境的なものであ
る」とした。そのほかでも（Hudman ほか 1989）は「経済的インパクト、社会お
よび文化的なインパクト、物理的環境的なインパクト」と記述している。 最近
の研究（Gursoy ほか 2004）、（Andereck ほか 2005）においてもツーリズムイン
パクトは経済的、社会文化的、環境的と分類されており、（佐々木 2006）は「ツ
ーリズムインパクトには地域社会や地域住民にとってポジティブな側面（ベネ
フィット）とネガティブな側面（コスト）があり、これらが共存している」と
している。1960 年代におけるツーリズムインパクトに関する研究は、観光によ
るポジティブな側面に着目していたが、1970 年代は主にネガティブな側面を取
り上げ、1980 年代からバランスの取れた研究が行われるようになったとされて
いる（Jafari1986）。 
ツーリズムインパクトに対する地域住民の知覚、態度に対する研究は 30 年
以上にわたって研究され（Andereck ほか 2000）、現在にいたるまでおよそ 140
におよぶ研究が発表されている。しかしこれら研究の大半は先進国またはアメ
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リカの観光地において、その地域の住民を対象とした研究であり、最近では開
発国における研究が行われるようになりつつある。地域レベルにおいて観光は
肯定的な影響以外にも否定的な影響を引き起こす可能性がある（Lankford1994）、
地域住民の支持、肯定的な態度は持続可能な観光の成長に不可欠である
（Chen2000）、観光開発とツーリズムインパクトに対する知覚と態度を把握する
ことは観光地の将来的な観光開発成功に大きな役割を果たす（Andriotis2005、
Yoon ほか 2001）ことがツーリズムインパクトに対する地域住民の知覚、態度に
関する研究が行われる主な理由とされている。 
 
図２：ツーリズムインパクトに対する地域住民の態度に関する先行研究の事例 
これまでに地域住民のツーリズムインパクトに対する知覚、態度について行
われた多くの研究(Allen ほか 1993、Andriotis 2005、Ap 1990、Andereck ほか 
2002、Yoon ほか 2001)は社会的換理論を用いた。社会的換理論とは「人間の行
動を他者との報酬、活動、費用の交換過程として見る考え方であり、交換に必
要なコスト、得られる報酬について評価を行うことで、自分に利益を生むよう
な社会的関係は継続しようとし、自分に利益を生まない場合、交換を停止する」
（AP 1992）である。交換によって生じる利益を知覚する者は、利益を肯定的に
  
18 
 
評価する可能性あるが、コストを知覚する者は否定的に評価する可能性がある。
したがって、変換によって恩恵を受けることができた地域住民は観光産業に対
して肯定的な態度を示しやすくなり、観光開発を支援する。恩恵を受けていな
いと知覚する地域住民は否定的な態度を示し、観光開発に反対するということ
が先行研究にて明らかになっている。 
経済的な影響に対して、地域住民は最も肯定的な態度を示すことが考えられ
る。その背景として地域住民が経済的なインパクトのポジティブな側面として
雇用創出（Liu ほか 1986、Lankford 1994、Yoon ほか 2001）を最も高く評価
する。観光は地域住民にとって重要な収入源（Liu ほか 1986、King ほか 1993）
となるほか、観光によって交渉機会が生まれ（Liu ほか 1986、Yoon ほか 2001）、
地域におけるビジネス環境が育成される。物価上昇（Liu ほか 1986、McGehee
ほか 2004）、商品とサービス価格の引き上げ（Jonhson ほか 1994）、インフレ
（Akis ほか 1996）、不動産価値と住宅価格の上昇（Perdue ほか 1990）を地域
住民はネガティブな側面として知覚していることが先行研究にて示されている。
一般的に、観光による経済的な影響を地域住民は肯定的に受け止め、観光産業
はその地域社会を潤すと認識している（Adereck ほか 2005）観光による経済的
な利益を追求する傾向がある。先行研究は観光による経済的な影響に対して、
観光による経済的な利益は地域住民の観光に対する態度に最も影響を与える要
素であり（Lindberg ほか 1997）、観光は地域経済を活性化させる（Perdue ほ
か 1990、Gursoy ほか 2002）といった理由から、地域住民は肯定的な態度を示
すと研究結果をまとめている。対照的に、観光産業の季節性によって仕事が不
安定な状況であるというネガティブな側面も地域住民は知覚していることが明
らかになっている。 
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図 3:経済的なインパクトの側面（筆者作成） 
観光は地域の社会文化的な特性と地域住民の習慣、地域の風習、ライフスタ
イル、地域住民の価値観にも影響を与える。社会文化的な影響は地域住民と観
光客との接触によって起こるホスト社会への影響である。社会文化的な面にお
いて、観光によって地域住民と観光客の間で相互作用が成立する一方、地域社
会の伝統、地域住民のアイデンティティーを脅かすような事態が生じることも
否定できない。 
先行研究において社会文化的インパクトに対して地域住民が肯定的な態度
を示すポジティブな側面として、観光によるレジャー活動機会の創出（Liu ほ
か 1987、Perdue ほか 1990、Andereck ほか 2000、Yoon ほか 2001）、文化活動
の活性化（Liu ほか 1986、Andereck ほか 2000、Yoon ほか 2001）、地域住民と
しての誇りや郷土愛（Yoon ほか 2001、Andereck ほか 2005）、歴史建造物お
よび遺跡の維持、保全（Liu ほか 1987、Yoon ほか 2001、Andereck ほか 2005）
などがあげられている。一方、ネガティブな側面である混雑、渋滞（Liu ほか
1987、Perdue ほか 1990、McGehee ほか 2004、Andereck ほか 2005）、非行行為、
破壊行為、重大な犯罪（Lankford 1994、Lindberg ほか 1997、Andereck ほか
2005）、窃盗、薬物の使用（King ほか 1993、Diedrich ほか 2009）、売春（Liu
ほか 1986）に対して、地域住民は否定的な態度を示す。このように地域住民の
社会文化的な影響に対する態度は二つに分かれており、観光開発の段階、その
経済的なインパクトに対する地域住民の態度  
肯定的な態度に影響を与える側面   否定的な態度に影響を与える側面  
物価上昇、インフレ、不動産価格の上昇、  
商品サービスの引き上げ、観光の季節性  
雇用創出、収入増加、地域経済の活性化、 
ビジネススタートの機会  
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他の要素などにより、観光開発は多かれ少なかれホスト社会に影響を与えてい
ることは確かである。 
 
図 4:社会文化的なインパクトの側面（筆者作成）                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                         
経済的な影響、社会文化的な影響と同様、地域住民は環境的な影響の両面性
を地域社会において知覚している（Yoonほか 2001）。環境汚染（Yoonほか 2001）、
ごみ（Liu ほか 1987、Lankford1994、Andereck ほか 2005）、混雑（Liu ほか 1987、
Yoon ほか 2001）施設、資源の密集（Lindberg1997）を環境的な影響のネガティ
ブな側面として知覚していることが先行研究によって特定されている。観光に
よる環境的インパクトに関して、地域住民は否定的な立場をとる場合が多いが、
環境破壊より観光による経済的な利益を重視する傾向がある。 
 
 
図 5:環境的なインパクトの側面（筆者作成） 
社会文化的なインパクトに対する地域住民の態度  
肯定的な態度に影響を与える側面   否定的な態度に影響を与える側面  
混雑、駐車問題、非行行為、破壊行為、薬物
使用、窃盗、重大な犯罪、文化変容  
レジャー活動の機会、文化活動の活性化、
歴史建造物の保全、住民としてのプライ
ド、アイデンティティーの創出、生活価値
観の見直し  
環境的なインパクトに対する地域住民の態度  
肯定的な態度に影響を与える側面   否定的な態度に影響を与える側面  
環境汚染、ごみ、混雑、施設また観光資源の密集  環境資源の保全、観光資源の保全  
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先行研究にて地域住民の態度に影響を与える要因についても研究されてい
る。地域の観光産業に頼る経済的な依存度はその一つである。地域社会が観光
収益に依存している場合、自身また家族が観光産業に携わっている場合、観光
に対する地域住民の態度はより肯定的なものとなる（Andereck ほか 2005、
Lankford ほか 1994）。住居地と観光地との距離（Sheldon ほか 1984）も関係し、
観光地に近い地域住民は、遠くに住む者よりも観光に対して肯定的な態度を示
す。この背景として考えられるのは、観光による経済的な恩恵である。 
観光開発の段階も地域住民の態度と関係あり（Yoon ほか 1999）、開発初期段
階において地域住民はさらなる開発を望んでいる（Andriotis2005）一方、観光
開発が初期段階でも地域住民はポジティブな側面以外にもネガティブな側面を
知覚している（Hernandez ほか 1996）といった研究成果も存在する。 
観光に関する地域住民の知識も大きな要因であり、観光に対する知識が高け
れば観光に対しより肯定的な態度を示す（Lankford ほか 1994）とともに住民と
観光客の接触レベルも肯定的な態度の要因であるとしている。 
前述した要因以外にも人口動態変数も地域住民の態度に影響を与える。性別
によって態度に差がある（Nunkoo ほか 2012）ほか、地域住民の年齢によって態
度に差がみられる。高齢はツーリズムインパクトに対してより否定的であるに
対し、若者は雇用機会、収入を理由に肯定的な態度を示すとされている。地域
住民の教育レベルも地域住民の態度に影響を与える変数であり、高い教育を受
けている住民ほど観光に対してより大きな支持とより肯定的な態度を示す
（ Hernandez ほ か 1996 ）。 富 裕 層 の 住 民 は 観 光 開 発 を 支 持 し て い る
（Haralambopoulos ほか 1996）という結果に対して、低所得層がほかの住民と
比較してより観光開発を支持しているという研究も存在する。 
これまでの先行研究にて地域住民は観光産業の経済的な影響に対して、肯定
的な態度を示すが、社会文化的、環境的な影響のいくつかの側面に対して、否
定的な態度を示していることが明らかになっている。地域住民の肯定的な態度
は将来的に観光開発を支持する立場を示唆していると捉えることができるが、
一方、ネガティブな側面も明確にすることによって、観光に対する期待などの
把握につながるとされている。 
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2.2 モンゴルにおけるツーリズムインパクトに対する地域住民の知覚、 
態度に関する既往研究について 
 現在に至るまでモンゴル観光分野におけるツーリズムインパクトに関する研
究及び調査はほぼ実施されていない。2007 年に発表された「Social carrying 
capacity of nomadic peoples to tourism in the Omnogovi area of Mongolia」
（Dorjsuren.A）研究では、2005 年にモンゴル国ウムヌゴビ県ゴビグルバンサ
イハン国立公園にて遊牧民 27 人、観光会社 2 社、ツーリストキャンプ 1 か所を
対象としたヒアリング調査の結果、また 2006 年にテレルジ国立にて行ったヒア
リング調査の結果がまとめられている。この研究によると、調査対象となった
遊牧民らの半数以上が 200 頭以下の少ない家畜を所有しているが、地域の観光
開発に伴う経済的な恩恵を受けていると答えている。しかし一方で、観光開発
は富裕層に限って有利な状況を生み出し、比較的ツーリストキャンプが多いに
も関わらず、低所得者に観光開発による経済的なベネフィットが少ないことも
この研究にて指摘されている。 
さらに地域住民らは環境への影響としてゴミ問題、土壌汚染、砂漠化、地下
水の水質汚濁、恐竜化石の転売等の問題を観光によるネガティブな側面として
知覚していることがこの研究にて明らかになっている。ポジティブな側面とし
て地域住民が主体となり行っているゴビグルバンサイハン国立公園に生息する
野生のヤギ、豹の保護活動が取り上げられている。ゴミ問題に関して、外国人
観光客らではなく、国内観光者による行動であるという意見が圧倒的に多かっ
たこと、フブスグル国立公園、テレルジ国立公園にツーリストキャンプが密集
したことによるゴミの山積問題もこの研究にて報告されている。 
上記研究において、社会文化的な影響のポジティブな側面として、教育を受
ける機会、異文化を学ぶ機会、伝統文化の復活、保護、生活質の上昇、イベン
ト開催などを遊牧民らは取り上げており、ネガティブな側面として伝統文化の
変容、観光地における遊牧民の定住化、観光分野に従事する若者のアルコール
過剰摂取の常習化などが指摘された。 
 前述した研究のほか、2011 年、2015 年にモンゴル中央銀行による「外国人観
光客消費動向調査」が実施されており、団体客また個人旅行者の滞在中の平均
支出額を割り出し、観光による経済的な効果を明らかにしている。2015 年に 
  
23 
 
ウランバートル市役所観光局が主体となった「観光によるウランバートル市経
済への影響」調査が実施され、観光の直接、間接的な経済効果と経済波及効果
を計算している。同時期に市民 984 人を対象とした「観光によるウランバート
ル市の社会文化への影響調査」も実施しており、この調査によると、調査対象
者の 75％が観光による社会文化的な影響はあると答えており、16,4％が社会文
化への影響を否定した。モンゴルの伝統的な文化、モンゴルの歴史に対する誇
り、伝統芸の復活、土産品の多様化、首都の発展、市民の外国語レベルの上達
など社会文化的な影響のポジティブな側面をウランバートル市民は肯定的に受
け止めていることが明らかになっている。一方、売春、薬物使用、ゴミ、騒音、
犯罪などのネガティブな側面も市民によって指摘されている。 
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第 3 章 研究対象概要 
3.1 モンゴル国の概況 
モンゴル国（以下モンゴル）は中央アジア（41 35'N～52 09'N , 87 44'E～
119 56'E）に位置する内陸国で、中国とロシアに隣接する。国土面積は156万
4,100平方kmで、日本のおよそ４倍であり、世界面積ランキングでは18位、アジ
ア地域においては4位の広い国土を有する。 
東西に2,392km、南北に1,259kmと広がるモンゴルの中央部は河川が多い草原
地帯、南部はゴビ砂漠地帯、西部はアルタイ山脈などを含む山岳地帯、北部は
森林地帯、タイガ地帯から形成されている。ゴビ砂漠地帯はモンゴル全国土の
およそ40％、草原地帯は38％、森林地帯は15％、タイガ地帯は4％、山岳地帯は
3％（モンゴル特別保護地域管理局2014）を占める。 
 
図6：モンゴル地図(地帯別) （モンゴル土地情報データベースより転用） 
国土の8割以上を海抜 1,000m 以上の高地が占めており、国内の最大標高は
西部に位置するアルタイ山脈のフィティン峰で4,374mである。首都ウランバー
トルは海抜1351ｍに位置する。 
モンゴルは標高が高く、気候は大陸性で、極寒、乾燥、気温の年較差が気候
の特徴である。モンゴル高原はユーラシア大陸の中央部に広がる乾燥文明地の
一部であり、冷帯草原型乾燥地文化に分類され、その気候は温暖·乾燥ではなく
寒冷·乾燥である（嶋田  2005）。年間平均降水量は北部フブスグル湖辺りで
300-400ｍｍ、森林地帯は 250-300ｍｍ、高原地帯は 150-250ｍｍ、砂漠地帯は
50-150ｍｍであり、降水量は北から南に向かって減少する特徴がある（モンゴ
ル特別保護地域管理局 2014）。 
冬季の平均温度はマイナス-15 度から-30 度、夏季の平均温度は 10 度から 26
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度である。しかし、夏でも 30 度、冬は-40 度を越えることもある。以下のグラ
フは首都ウランバートルにおける過去 1 年間の最高気温と最低気温、降水量を
表したグラフである。
 
図7：首都ウランバートルにおける気温、降水量の観測データ 
（日本気象庁観測データに基づき、筆者作成） 
モンゴル高原では古来より桓,鮮卑,柔然,突蕨といった諸集団が家畜を利用
しながら生活しており（小長谷2007）、一般にこれが遊牧の始まりとされている。
モンゴルの遊牧の特徴は５種類の家畜（羊、山羊、牛、馬、駱駝）を放牧しな
がら飼育し、季節に合わせて移動することであり、現在も伝統的な遊牧生活は
維持されている。モンゴルにおける上記５種類の家畜数は人口のおよそ20倍の
数にあたり、2016年度末のモンゴル全家畜数は6100万頭だった（モンゴル国家
統計局速報2016）。 
羊 山羊 牛 馬 駱駝 
2785.3万頭 2557.2万頭 408.3万頭 363.4万頭 40.1万頭 
表1：モンゴル全家畜数（モンゴル国家統計局速報2016に基づき、筆者作成） 
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モンゴル全体人口の 95％はモンゴル民族であるが、国土の西部にはカザフ
族（およそ 10 万人）が住んでいる。国家公用語はモンゴル語、宗教はチベ
ット仏教が中心（95％）である。 
モンゴルは正式に 1918 年に、初となる人口調査を実施しており、当時の
人口は 64 万人だったとされている。以降、モンゴル人口は後継続的に増加
してきており、1963 年に 100 万人を突破した。1989 年に 200 万人を超え、
2015 年末は 305 万人で、対前年人口増加率は 2.2％（モンゴル国家統計局年
報 2015）だった。人口増加率は 1989 年から 2000 年まで 1.5％、2000 年から
2010 年は 1.4％、2010 年から 2014 年度は 2.1％と増加している。 
表2：モンゴルの人口に関するデータ  
（モンゴル国家統計局年報データに基づき、筆者作成） 
 
図8：モンゴルの人口増加率（筆者作成） 
人口 1989 年 2000 年 2010 年 2015 年 2000-2010 年 
平均増加率 
2010-2014 年 
平均増加率 
体全 2,043,954 2,403,105 2,760,968 3,057,778 1.4% 2.1% 
男 1,020,669 1,190,244 1,342,081 1,503,612 1.2% 2.2% 
女 1,023,285 1,212,861 1,418,887 1,554,166 1.6% 1.9% 
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全人口を年齢別で見てみると、15才未満の人口は27.8％、15才から60才まで
は66.8％、60才以上の人口は5.8％を占め、若年層の比率が高い（モンゴル国家
統計局年報2013）。出産率は1980-1990年まで安定的に増加していたが、2003年
から低下をはじめ、2005年にはモンゴル史上最も低い１千人に17.4という数値
を記録した。しかし、2005年以降出産率は徐々に回復を見せ、2013年度の出産
率は27.5人と増加傾向にある。 
労働人口は209.8 万人、就業人口は126.3 万人である。就業者を産業別でみ
ると、農牧業の就業者が38万人、商業等が56万人、製造業は20万人となってい
る（モンゴル国家統計局年報2015）。 
首都ウランバートルには現在、134万人（モンゴル国家統計局年報2015）が
住んでおり、首都に次ぐ第二の都市エルデネットの人口は9万人弱であり、首都
一極集中が目立つ。1996年にはモンゴル全人口の50％が地方にて居住していた
が、活発化した都市への流入によって、地方人口は2000年には44％、2004年は
39.4％、2013年は31.9％まで激減している(モンゴル国家統計局年報2013)。 
2010以降の移動者を年齢別でみてみると15-34才までが61％と圧倒的な割合を
占めている。   
モンゴルの人口密度は1.5 人/ｋm2 で、人口密度が世界一低い国である。し
かし、首都における人口増加率は2013年時点で3.3％であり、2013年の全人口増
加率2.2％をはるかに上回っている（モンゴル国家統計局年報2015）。首都ウラ
ンバートルの面積はモンゴル国土全体のたったの0.4％しか占めておらず、首都
における人口密度は292人/1km2であるに対して、地方は0.98人/1km2となってい
る。この異常な都市流入の背景には高所得と高等教育を目指して移住してくる
若者がいる。さらに、社会主義時代にコントロールされていた都市地域への移
転制限がなくなったことと、大量の雪によるゾド（雪害）の発生によって所有
家畜をすべて失い、都市への移転を余儀なくされたケースが大きな原因である。 
この問題の解決に向けて、モンゴル政府は地域開発政策を推進しており、その
一環として2015年に承認された観光開発国家プログラムにおいても地域別の観
光開発の推進、Community Based Tourismの開発強化が盛り込まれ、実施が急務
となっている。（モンゴル観光開発国家プログラム2015）。 
モンゴルの教育レベルはきわめて高く、社会主義政権下では人的資源開発を
  
28 
 
最優先課題とし取り組んだ結果、識字者数は1926年には1万人（約1.4%）だった
に対し、1940年には12万7千人（約17%）、1947年にはおよそ42.3%、1963年まで
に識字率が90%にもあがった。1980 年代、成人識字率は 96％、初等教育の就学
率は98％という高い水準に達した。民主化直後、教育予算の財政の大幅な削減
により、就学率は70％まで陥ったものの、1995年にはおよそ96％まで回復した。
現在も識字率は98%（モンゴル国家統計局年報2015）、中等教育以上の教育を受
けた人口は85%という高い水準を維持している。 
政治状況 
モンゴル高原に拡散していた諸民族をテムジンが統一し、1206 年にチンギ
スハンとして称し即位された。チンギスハンの指導下でモンゴル帝国は領土
を拡大させ、中国北部、中央アジア、東ヨーロッパなどを次々に征服した。
人類史上最大規模の帝国となるモンゴル帝国の基盤を築き上げたが、1388 年
年にチンギスハン王族の最後の一人であるトグステムルが暗殺されたこと
によって、モンゴル帝国は分裂した。分裂後、モンゴル国土全体が 1688 年
から 1911 年までのおよそ 200 年近く満州族の末裔である清朝の支配下にお
かれた。辛亥革命によって清朝が倒れたことによって独立は果たしたものの、
中国の宗主権の下での自治を行うことにとどまった。その後、1921 年にソ連
赤軍の協力によって解放され、1924 年にモンゴル人民共和国として世界で二番目に
社会主義国家となった。1990 年までの 70 年近く、旧ソ連による大規模な投資によって工業
と農牧を中心とし、発展してきた国である。 
1989 年 2 月、世界各地に起きた民主運動を背景に、モンゴルにおいても民
主化運動は発生した。その結果、1990 年 3 月、当時の一党独裁を放棄させ、
多党制による自由選挙を実施することとなった。同年、国民直接投票による
大統領制と議院内閣制の併用を決定した。1992 年に事実上、社会主義を放棄
し、新憲法を発布し、国名を「モンゴル国」に改名した。以降、計画経済か
ら市場経済に移行したことにより、社会および経済情勢においてさらなる改
革が行われた。為替の自由化、国営企業の民営化、家畜の私有化、ウランバ
ートル市内における土地の私有化などが主な例である。 
行政区分としてモンゴルは２１県、330 郡、またその下に 1100 のバグ（村）か
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ら構成されている。 
 
図9：モンゴル行政区分別地図  
（モンゴル土地・建築・測量庁発行の行政区分地図を転用） 
経済状況 
モンゴルは社会主義国となって以来、旧ソ連の大規模投資を背景に発展して
きた。1962年にコメコン（経済相互援助会議）に加盟し、貿易相手は旧ソ連ま
た東欧に限り、コメコン内分業では牧畜、畜産,食肉加工,鋼･モリブデン鉱業を
担っていた。コメコン加盟国を相手にした安定した貿易、旧ソ連による投資な
どにより経済は順調に成長していたが、1991年の旧ソ連の崩壊とコメコンの解
体はモンゴル経済に混乱を引き起こし、大きな打撃を与えた。経済の不安定は
1994年まで続き、マイナスだったGDP成長率はようやくプラスに転じた。以降、
2008年の世界的金融経済的危機の影響によるマイナス成長を除き、実質GDPの増
加は維持されてきた。2010年の経済成長率6.4％から2011年は17.3％、2011年か
ら2013年にかけて3年連続で2桁経済成長を果たしたものの、外国投資の激減、
石炭、銅といった資源価格の国際市場での低迷などにより、2016年9月時点で、
経済成長率はマイナス1.6％となっている（モンゴル国家統計局月報2016）。 
モンゴルの経済成長の背景には世界有数の地下資源·鉱物の埋蔵量を誇るオ
ユトルゴイ鉱山（銅·金）開発に向けた海外直接投資があり、2000年に1000ドル
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以下だった一人当たりのGDPは2013年には約 4,000ドルまで上昇した。これ以外
にも世界有数の石炭埋蔵量を誇るタバントルゴイ炭鉱における石炭生産、中国
に向けた輸出が大幅に増加したことも背景にある。モンゴルの経済に占める鉱
物資源輸出の比率は非常に高く、銅、石炭等の国際市場価格に左右されやすい
特徴がある。鉱工業を除いての主要産業は牧畜業、サービス業（観光業を含む）
（モンゴル自然環境グリーン開発観光省報告書2014）、流通業、軽工業であり、
農牧業において牧畜が圧倒的に高い比重をもち、農牧業生産額の8割を占める。 
名目GDP 
一人当たりGDP 
（2015） 
経済成長率
（2015） 
インフレ率 
失業率 
 
12015.9百
万ドル 
4,011ドル 2.3％ 1.9％ 8.3％ 
表3：モンゴルの経済概況データ（モンゴル国家統計局データに基づき筆者作成） 
消費者物価指数に関して、過去1年間の変動を図10にて示す。
 
図10：消費者物価指数の変動（モンゴル中央銀行のデータに基づき、筆者作成） 
2015年度の貿易総額は8460百万米ドルであり、そのうち輸出は4669百万ドル
だった。2014年よりおよそ20％減り、輸入は3797百万米ドルで、昨年度より
27.5％減となった。主要貿易品目は輸出が鉱物資源（銅精鉱、石炭、金（未精
錬、半精錬）、原油、鉄鉱石、亜鉛鉱石）、電気銅、蛍石、牧畜産品（カシミア、
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皮革、羊毛、馬肉）であり、輸入は燃料、乗用車、電力、通信機、食品、雑貨
である。主要貿易相手国は輸出部門では断トツ中国が首位で、輸入部門でも同
様である。 
 
図11：貿易相手国別（モンゴル国家統計局データに基づき、筆者作成） 
モンゴルの財政は資源に依存した収入の割合が高いため、資源価格の国際市
場での大幅な下落に左右されやすい。2015年度の歳入は3460百万米ドルだった
ことに対し、歳出は3920百万米ドルで収支は460百万米ドルの赤字だった（モン
ゴル国家統計局年報2015）。このような経済状況から、モンゴルは鉱業以外のセ
クターを強化していく必要性があり、観光産業は持続的な産業として最も期待
される分野となっている。 
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3.2 モンゴルにおける観光開発の歴史、開発現状 
1954 年 10 月にモンゴル貿易省管轄の下、観光客の受け入れ、サービスを全
面的に行う機関として「JUULCHIN」国営旅行社が設立された。これをきっかけ
に、60 人収容可能なホテル、レストランとともに 21 台の自動車を所有する車
庫も建設された。1956 年 9 月、旧ソ連からの団体客（15 人）を初めて正式に観
光客として受け入れ、1962 年にアメリカの「コスモストラベル」社の社長を含
む団体客（21 人）が社会主義国以外の第 3 国からの観光客として初めてモンゴ
ルを訪れた（Bilegsaikhan ほか 2011）。この頃から行政は狩猟ツァーに力を入
れ、アメリカ、イタリア、メキシコからの狩猟目的の観光客を受け入れ始めた
が、狩猟ツアーに対する地域住民からの反対の声が多く、その原因として地域
住民の利益取得が不可能であること、地域の生態系が乱れ始めたことによる動
物の移動などがあげられた。 
1962 年、ウランバートルから 70 キロに位置するテレルジ国立公園にモンゴ
ル初のツーリストキャンプが設けられ、1964 年,1968 年にも首都から 560 キロ
離れたウムヌゴビ県にツーリストキャンプが建設された。1970 年代は主に旧ソ
連、アメリカ、ドイツ民主共和国、フランス、チェコからの観光客が圧倒的な
割合を占め、1976 年に 3681 人だった観光客は 1990 年に 13 万人へと増加する
など行政単独主導の下でも観光開発は着実に進められてきた。社会主義という
独自の政治体制を背景に、観光開発は行政主導型で独自に進められるが、この
開発段階において地域住民、民間人の参入はほぼなかった。 
1990 年にモンゴルは計画経済市場から市場経済へと移行したことにより、観
光産業への政府による直接的な関与は弱まり、観光産業を独占してきた国営旅
行社の「JUULCHIN」社は民営化された。これをきっかけに観光産業への民間参
加は強化され、現在に至るまで 100 パーセント民間資本をベースとした観光開
発が推進されている。現在、モンゴル国内において民間資本の旅行社がおよそ
650 社、ホテル宿泊施設は 375、ツーリストキャンプはおよそ 390 ヶ所が登記さ
れている（モンゴル観光協会報告書 2013）。 
2015 年の時点で、モンゴル国内において 390 におよぶツーリストキャンプが
運営され、そのおよそ 7 割が首都ウランバートル周辺に密集している。ツーリ
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ストキャンプの年間収益は平均 2 万ドルから 10 万ドルで、全国的に千人以上の
宿泊者を受け入れ可能なキャンプは 15 ヶ所ある。500 人から 1000 人までの宿
泊者受け入れ可能なキャンプは 30 ヶ所となっている。ツーリストキャンプの主
な問題として、運営が季節性であること、首都周辺に密集していること、季節
性運営のため安定的に働く人材が少ないこと、インフラ整備が完全ではないこ
と、キャンプ場におけるレクレーションの多様性に欠けることなどが指摘され
る。 旅行社に関して、650 社のうち 10 社が年間 1000 人以上、20 社が 500-1000
人の観光客を受け入れている。年間平均収益は 5 万ドルから 10 万ドルと推定さ
れている。人口比率からみて、旅行社数は圧倒的に多い、販売ツアーが同様で
ある、経営規模が小さい、家族経営型である、宣伝、マーケティングの多様性
に欠けることがモンゴルの旅行社の課題である（モンゴル国立大学経済学部
2011）。 
種類 数 収容能力    
（ベッド数） 
直接雇用人数 
ホテル 375 17406 9975 
格付け認定済み 63 
ツーリストキャンプ 390 14400 6500 
格付け認定済み 82 
旅行社 650  1950 
ガイド 230  230 
表 4：モンゴル国内における旅行社、ホテルのデータ（モンゴルホテル協会
のデータに基づき、筆者作成） 
このような受け入れ態勢の下でも観光客数は着実に伸び、2015 時点で、1990
年に 13 万人だった観光客はおよそ 3 倍の 38 万人となった。観光産業による外
貨獲得は 1996 年に 2900 万ドルだったに対し、2015 年は 2 億 7 千万ドルに達し
た。 
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図 12：観光客数の変化（モンゴル国家統計局のデータに基づき、筆者作成） 
 
外国人入国者数 2014 年度 2015 年度 差 変化率％ 
外国人入国者数（全体） 505,686 467,231 -38,455 7.6 
観光客 392,844 386,204 -6,640 -1.7 
表 5：2014,2015 年度における観光客数の変化（モンゴル入国管理局データに基
づき、筆者作成） 
主要市場別でみると、中国，ロシア，韓国が上位 3 位に入り、隣国からの観
光客が目立つが、モンゴル入国管理局によると、上位 3 カ国からの観光客はビ
ジネス目的でモンゴルを訪れる場合が多い。年間のレジャー観光客数はおよそ
3 分の１で、10 万人と推定されている。2012 年に観光客者数が 47 万人という
モンゴル観光歴史の中で最も高い数値を記録したが，その後減少しており、そ
の背景にはモンゴル経済の低迷によるビジネス観光客の減少が考えられる。
2015 年度のモンゴル統計データによると、モンゴルに入国した外国籍の入国者
数は昨年度と比べておよそ 4 万人近く減少し 467.231 人となっている。そのう
  
35 
 
ち観光客は 386,204 人と昨年よりおよそ 6 千人近く減っている。 
 
図 13：観光客数（主要国別） 
（モンゴル自然環境グリーン開発観光省データに基づき、筆者作成） 
観光産業による収益は 2012 年の 2 兆 8 千 6 百万ドルをピークに減少し、2015
年は 2 兆 7 千 6 百万ドルをマークした．2015 年時点で観光収益は国内 GDP のお
よそ 5 パーセントを占めており、鉱業（モンゴル GDP の 25％）、牧畜業（モン
ゴル GDP の 12％）に次ぐ経済を支える重要な分野となっている（モンゴル自然
環境グリーン開発観光省報告書 2014）注 1。2015 年にモンゴル中央銀行が実施し
た「外国人観光客消費動向調査」によると、観光客の平均滞在日数は 2 週間で
あり、旅行前支出と旅行中の支出も含め個人観光者の平均支出額は 1526 米ドル
だった。個人観光者、団体ツアー参観者の消費額には大きな差があり、団体ツ
アー参加者の平均支出額は 2383 米ドルとなっており、国内収入分は 2033 ドル
と計算されている。 
                                                   
1
 経済開発省報告書 2014 によると観光業はサービス業に分類されており、全体的にサービ
ス業はモンゴル GDP の 25％を占めている。  
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図 14：観光収益 （ウランバートル市役所統計局データに基づき、筆者作成） 
モンゴル国立大学経済学部が 2008 年に実施した調査によると、モンゴル国
内にて行われているツアーの 44％をエコツアー、23％を文化体験ツアーが占め
ており、その他のツアーは比較的割合が低い。モンゴルにおけるツアーは単独
のものは少なく、エコツアーと文化体験ツアーを複合させている場合が多い。 
 
図 15：モンゴルにおける各種ツアーの割合 
（モンゴル国立大学経済学部の調査報告書に基づき、筆者作成） 
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市場経済に移行してからの 25 年間、観光客数も伸びているが、国際市場に
おけるモンゴルの観光開発は非常に遅れている状況である。世界経済フォーラ
ムが毎年公表している旅行観光競争力レポートによると、2015 年度のモンゴル
の観光競争力は世界 141 カ国の中で、全体的に 99 位だった。さまざまな指標の
中で、道路交通整備は 138 位、環境の持続可能性は 130 位、観光の優先度は 106
位、観光サービスインフラは 98 位、自然資源は 94 位、航空インフラ整備は 88
位と最も低かった。一方、価格競争力は 28 位、健康と衛生は 41 位、文化資源
とビジネス観光は 59 位、人的資源と労働市場は 58 位となっている。2009 年の
105 位と比較すると順位は上がったものの、モンゴル観光セクター全体の国際
市場における競争力は非常に弱く、リスクが十分に存在することを示している。
この報告書において官僚式の複雑な手続き、人材育成の大幅な遅れ、汚職、イ
ンフラ未整備などが観光開発の妨げとなる大きな要因として取り上げられてい
る。前述したように、観光分野は民間資本が基本となっているが、行政の支援、
政策が不可欠である。 
モンゴル政府は 1995 年に、モンゴル初の観光関連規定枠組みを策定したほ
か、2000 年に観光法を策定した。2003 年に「VISIT MONGOLIA」、2004 年に
「DISCOVER MONGOLIA」、2006 年に「モンゴル建国 800 周年」といった観光振
興キャンペーンを積極的に実施した。2007 年に「モンゴル観光開発戦略
2007-2011」を策定し、2010 年にモンゴル観光法が改正された。2015 年に「観
光開発国家プログラム」が国家承認され、首都ウランバートル市においても
「Hospitality UB」プログラムが実施されることとなっている。「観光開発国家
プログラム」は国内における道路、インフラ整備、受け入れ能力の向上、観光
による地域開発、人材育成、海外マーケティグの促進、国内観光振興などを主
な目標として目指すほか、2020年迄にモンゴルを訪れる観光客を 200万人、2025
年迄に 300 万人に増やす大きな目標を掲げている。「Hospitality UB」プログラ
ムも同様で 2020 年迄に 200 万人、2030 年までに 500 万人の観光客の受け入れ
を目指している。上記政策以外にも民間資本の旅行社の支援、投資誘致を図り、
民間旅行社に対する付加価値税の課税を免除したほか、国際市場でのマーケテ
ィングも積極的に行っており、ロンドン、ベルリン、東京にて行われた国際観
光エクスポに定期的に参加している。 
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国内のインフラ整備に関して、政府は地方と首都を結ぶ道路舗装整備に力を
入れているが、西部地域は未だに未舗装状態である。道路舗装整備は観光振
興に大きく寄与するため、政府は観光地までの道路舗装整備を中心的に進め
た結果、2015 年にモンゴル北部に位置する観光名所地フブスグル湖（世界で
2 番目に根透明度の高い湖）までの道路舗装が完成した。その結果、2014 年
の国内旅行者数（約 5 万人）を上回る 6 万人が 2015 年 5 月から 7 月迄の 2
カ月間で訪れた。一方、海外旅行者数は昨年と変わらず、年間 5 千人程度で
ある。（フブスグル県統計局データ）。因みに、研究対象地であるハラホリン
までの道路整備は社会主義時代に遡り、2014 年に完全舗装工事が終了してい
る。 
空路に関して、国営企業であるモンゴル航空社が北京、モスクワ、ベルリ
ン、東京、ソウル、香港の 6 都市に就航している。海外の航空会社は韓国（大
韓航空）、ロシア（AEROFLOT）、中国（AIR CHINA）、トルコ（トルコ航空）が
それぞれソウル、モスクワ、北京、イスタンブールとウランバートルを結ぶ
便を就航している。国内線は民間企業である HUNNU AIR と AERO MONGOLIA が
国内の 9 都市（2014 年まで研究対象地のハラホリン空港まで定期便運航が行
われていた）に定期便を就航している。しかし、国営企業のモンゴル航空社
の独占は強く、外資系航空会社の参入は極めて困難であり、航空運賃も割高
である。モンゴル唯一の観光シーズンである夏の 3 か月間にかけて、海外か
らの観光客は航空券の予約、席数の確保ができない、航空運賃が高騰し、ツ
アーが割高となるため、旅行を断念せざるを得ない状況が発生するなど、観
光開発の障害となっていることは明らかである。 
このように、モンゴルにおける観光開発はモンゴル経済を支える分野とし
て期待されているにも関わらず、数多い問題に直面しており、全般的に十分
に機能していない状況であり、研究対象地であるハラホリンにおいても、上
記問題が原因となり、観光客を十分に呼び込み、受け入れできていない状況
である。 
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3.3 調査対象地ハラホリン郡の概況 
モンゴルにおいて初となる世界文化遺産「オルホン渓谷の文化的景観」は
2004 年にユネスコによって登録された。「オルホン渓谷の文化的景観」はウブ
ルハンガイ県、アルハンガイ県の５つの郡にまたがっており、その登録範囲内
に今回の研究対象地であるハラホリン郡が含まれている。オルホン渓谷に初め
て人間が定住したのは 5 万年前からだとされており、 先史時代と青銅器時代に
かけて人間が定住していたことが遺跡から判明している。後にフン族、テュル
ク系民族、ウイグル族、キダン族、そして最後にモンゴル族が順々に定着して
いた歴史的な地域である（ユネスコ世界文化遺産リスト）。地域一帯は森林性
草原地帯であり、オルホン渓谷を流れるオルホン川流域は遊牧また農業に非常
に適した土地であり、2000 年以上前から遊牧生活が営まれていたとされている。 
現在のハラホリン郡は 1956 年 4 月、当時のモンゴル政府によって「ハラホ
リン」国営農場が作られたことが始まりとされている。1957 年 12 月、アルハ
ンガイ県から正式にウブルハンガイ県管轄下となった。 
ハラホリン郡はモンゴルの中心部（47 11'N 102 48'E）に位置し、ウランバ
ートルから 343 キロ、県庁所在地であるアルバイヘール市から 138 キロ離れて
いる。標高は 1460-1500 メートルである。ハラホリン郡の最大標高はバヤンズ
ルフ山（2262ｍ）であり、郡西部はアルハンガイ県ホトント郡、北部はアルハ
ンガイ県ハシャート郡、東南部はウブルハンガイ県のブルド、フジルト郡と隣
接する。 
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図 16：ハラホリン郡の位置（モンゴル土地・建築・測量庁が発行した地図に
基づき、筆者作成）  
気候は典型的な大陸性気候であり、冬の乾燥、気温の低さが特徴であり、オ
ルホン渓谷に沿って北西からの風が強い。夏でも降水量が少なく、1 年間の平
均降水量は 324.7ｍｍである。１月の平均温度は-10.6度、7月の平均温度は 17.2
度、平均風速は 3.6ｍ/秒である。ハラホリン市における過去の記録は、最高気
温 37.5℃(1999.7.23)、最低気温-38.0℃(2000.1.6)、日最多降雨量 45.2mm、
最大風速 34km/秒となっている（JICA 報告書 2008）。 
 ハラホリン郡の全面積は 224,116ha である。ハラホリン郡の人口は 12,933
人、人口の 50.1％を男性、49,9％を女性が占める。15才未満が全人口の 35.3％、
15 才～60 才までが 50,6％、60 才以上が 14,1％を占め、ハラホリン郡の全世帯
数は 3753 となっている。ハラホリン郡において年間 277-336 人が誕生し、
280-315人が郡を離れ移住し、90-170人が新たに移住している。平均寿命は 67.9
才であり、女性は 77 才である。（ウブルハンガイ県統計局年報 2015） 
 
図 17：ハラホリン郡の人口と就業者数（ウブルハンガイ県統計局データに基
づき、筆者作成） 
2013 年時点で、ハラホリン郡はモンゴル行政区分であるバグといわれる小さ
い 8 の村から構成され、そのうち 3 つの村の人口 9000 人がハラホリン郡中心に
集中している。その他の村は郡中心地から 20キロから 60キロまで離れており、
多数の家畜を保有し遊牧している世帯が多い。 
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村（Bag） 世帯数 人口 家畜数 郡中心からの距離 
Vangiin Ovoo 952 3293 8923 0 
Gangan Orkhon 768 2562 4147 0 
Erdenetolgoi 924 3287 8693 0 
Nariin Khur 248 786 19526 30 
Ongotson Ukhaa 214 731 23712 30 
Jalbaa 201 689 37963 60 
Shankh 234 729 25979 25 
Orkhon 259 856 24252 18 
 表 6：ハラホリン郡の行政区分 （ウブルハンガイ県統計局データに基づき、
筆者作成） 
ハラホリン郡全体における失業率は 5.8％、低所得世帯は全世帯の 12.8%を占め、
県全体の平均より高い数値である。生産年齢人口は 2015 年時点で 7939 人であ
り、就業者数は 2013 年時点でおよそ 4000 人である（ウブルハンガイ県統計局
年報 2015）。 
 
図１8：ハラホリン郡における就業者数（分野別）（ウブルハンガイ県統計局年
報 2015 に基づき、筆者作成） 
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現在、ハラホリン郡全体において 87 社が登記されており、うち 70 社が営業
している状況である。従業員数が 50 人までの中小企業が全体の 97％を占め、
全国平均とほぼ変わらない。全中小企業の 20％が農業、20％が鉱業、加工分野、
58％がサービス分野（観光業も含む）に従事している（ウブルハンガイ県統計
局年報 2015）。遊牧民数は 2015 年時点で 1797 人である（ウブルハンガイ県統
計局年報 2015）。 
羊 山羊 牛 馬 駱駝 全体 
237.8万頭 222万頭 25.9万頭 32.3万頭 2.6万頭 520.8万頭 
表 7：ハラホリン郡における全家畜数 （モンゴル国家統計局速報 2016 に基づ
き、筆者作成） 
郡財政 
ハラホリン郡の2015年度の歳入は16.8万ドルだったことに対し、歳出は16.8
万ドルだった。郡財源となる16.4万ドルは地方予算として国家予算から割り当
てられており、郡自体の歳入はおよそ4200＄である（ハラホリン郡開発計画
2014）。歳出の内訳は給与（66％）、社会保障（7,3％）、その他（26.7％）とな
っている。 
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3.4 調査対象地ハラホリン郡における観光開発の現状 
モンゴルの一番長い川であるオルホン川流域に広がるオルホン渓谷には古
代遺跡が多数残っており、この渓谷に伝統的な遊牧が 2000 年以上にわたって営
まれたことで「オルホン渓谷の文化的景観」として 2004 年に世界遺産に登録さ
れた。今回の研究対象地であるハラホリン郡はこの渓谷に位置し、モンゴルを
代表する有数の観光名所地として社会主義時代から開発されてきた。 
モンゴルを訪れる海外からの観光客のおよそ 2 割がウブルハンガイ県に位置
するオルホン渓谷国立公園を訪れており、全体的に 2 万 5 千人である。オルホ
ン渓谷国立公園のデータによると、オルホン渓谷国立公園のでもハラホリン群
を訪れる観光客は圧倒的な割合を占め、1 万 5 千人から 1 万 6 千人と推定され
ている（オルホン渓谷国立公園報告書 2014）。 
 
図 19：ハラホリン郡を訪れた観光客数（オルホン渓谷国立公園報告書 2014） 
2000 年から 2014 年まで海外からの観光客数が 2.4 倍に増加しており、2008
年の世界的経済危機を除けば、増加傾向にある。国内観光客数も増加傾向にあ
り、2007 年以降、急増していることがわかる。その背景にはウランバートルと
ハラホリンを結ぶ舗装道路の修復工事の完成、経済成長によるマイカーブーム
が考えられる。観光客の年間増加率はおよそ 4％であり、海外からの観光客の
およそ 80％がハラホリン、3-5％がモンゴル最大の滝であるオルホン滝、1-3％
が海抜 2600ｍの山頂に位置する Tuvkhun 寺を訪れている。（オルホン渓谷国立
公園報告書 2014）。国内旅行者の場合、58％がハラホリン、23％がオルホン滝、
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8％が Tuvkhun 寺を旅行し、圧倒的に外国人観光客がハラホリンを訪れている。 
ウランバートルとハラホリンを結ぶ舗装道路の修復工事完成により、2015 年
から長距離バスが運行されるようになり、同時期からオンライン予約システム
も利用できるようになっている。到着時点はハラホリン交通センターであり、
カラコルム遺跡とエルデニゾー寺院まで徒歩で行ける距離であり、海外からの
利用客も増加傾向にあり、今後の観光客の増加が見込めると期待されている。 
ヒアリング調査の一環として面会したハラホリン郡副郡長によると、オルホ
ン渓谷国立公園内にて営業しているツーリストキャンプは 21 カ所あり、ハラホ
リン郡全体において 17 のツーリストキャンプが営業している。しかし、これら
のツーリストキャンプは首都ウランバートルにおいて登記された会社が多く、
ハラホリン郡に税金を納めることはない。ハラホリン郡において唯一、ウブル
ハンガイ県出身である元横綱朝青龍が経営する「Dreamland」ツーリストキャン
プが登記されており、ハラホリン郡に納税している状況である。ツーリストキ
ャンプ以外、宿泊施設として 6 のホテルが営業しているが、観光業の季節性に
よって営業は不定期であり、宿泊料金も割高である。そのため、ここ 3 年間の
間でハラホリンにおいてゲストハウスが主流となり、割安な宿泊料金から個人
観光客が主に利用している。しかし、ゲストハウスは個人経営であるため、ハ
ラホリン郡への納税額はきわめて少ないといった問題がある。現段階において、
観光産業による郡財政への肯定的な影響は見られないとのことだった。 
ハラホリン郡に二つの博物館があり、一つはカラコルム博物館、もう一つは
エレデニゾー博物館である。カラコルム博物館は日本の無償資金援助を受けて、
2011 年 6 月に開館し、2013 年時点で、年間 1.3 万人が見学した。博物館職員の
話によると、見学者数は増加傾向にある。 
エレデニゾー博物館は 1965 年に宗教歴史博物館として、カラコルム遺跡と
エレデニゾー寺院の跡地に開館した博物館であり、年間 3.5 万人から 4 万人（国
内観光客も含む）が見学している。しかしこれら博物館は国営であるゆえ、収
益は全額、国家予算に割り当てられるため、郡財政とは無関係である。 
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図 20：ハラホリン博物館見学者数（ハラホリン博物館資料 2013） 
 
写真１：カラコルム博物館 
2015 年に国家承認された「観光開発国家プログラム」においてハラホリン郡
はモンゴル観光開発の中心核として開発強化地域に指定されているが、モンゴ
ル経済状況により、13 世紀のモンゴルの首都ハラホリンを再現した「ハラホリ
ン 13 世紀」複合観光施設（全面積 2000ha）の計画段階以降の進展が見られな
い。ハラホリン郡において、観光による財源確保、観光資源の見直し、観光施
設の充実化、リピーター数の確保などが現実的な問題となっている。 
「オルホン渓谷の文化的景観」世界遺産の登録範囲内には 5 の重要文化財、
22 の遺跡が登録されている。その中に登録されているハラホリン郡にある代表
的な遺跡であるカラコルム遺跡とエレデニゾー寺院はハラホリン郡の中心的な
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観光スポットであり、以下にて紹介する。 
カラコルム遺跡 
オルホン渓谷の中で最も有名な遺跡はモンゴル帝国の首都だったカラコル
ム市の遺跡である。カラコルムは 1235 年にオゴタイ・ハンが宮殿と城壁を造っ
たことが都市の始まりとされており、以降、モンゴル帝国の首都として栄えた
都市である。歴史を遡ればモンゴル帝国拡大に伴い、首都カラコルムも栄え、
人の往来が活発化していたという。1380 年頃の明による破壊までおよそ 150 年
以上にわたり、モンゴルの中心的な重点だった。現在は都市の遺跡は地中にあ
り、初めて 19 世紀末（1888 年）にロシア人考古学者 Pozdneev によってカラコ
ルム遺跡の位置が特定された。（カラコルム博物館資料）。旧ソ連モンゴル考古
学者らによる本格的な発掘調査が 1948 年から 1949 年に行われ、1995 年から
1998 年にかけてユネスコ基金により、日本モンゴル合同調査隊が発掘調査を行
った。1999 年以降はドイツ・モンゴル合同調査隊がこの遺跡内で発掘調査を行
っている。この発掘調査によって発見されたカラコルム遺跡の一部である The 
Great Hall（13 世紀にあったモンゴル初の寺院とされている）は観光客向けに
公開されているが、その他の遺跡は保護の観点から地中に戻されている。 
 
写真２：カラコルム遺跡 The Great Hall の一部 
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写真３：カラコルム遺跡 The Great Hall の一部（観光客に公開されている
一部,筆者が撮影） 
1961 年にカラコルム遺跡は国の保護指定を受け、モンゴル文化遺産保護法に
より、1996 年にエルデニゾ―寺院とともに国の特別保護地区に指定された。 
エルデニゾ―寺院 
1585 年、チンギスハンの子孫であるアバダイサインハンが、モンゴル帝国時
代の旧都カラコルム跡にあった小さな寺で、仏教を信仰し始めたとされている。
1586 年、アバダイサインハンはダライラ 3 世と接見し、翌年の 1587 年、仏像
を請来し、廃墟となっていたカラコルムにあった廃材を再利用して増築を重ね
た。エルデニゾー寺院は、モンゴル帝国の旧都カラコルムの廃材を利用して建
設されたため、寺院内には、カラコルムにあった多くの碑文が完全な形で、あ
るいは断片の形で現存している（村岡 2011）。 
17 世紀後半に起きたモンゴル内紛により破壊され,その後修復作業が行われた
が、1930 年代の社会主義による宗教弾圧を受け再び破壊された。しかし、1944
年に国の保護指定を受け,1965 年にエルデニゾー博物館が設置された。最盛期
には 62 の寺院、500 に及ぶ建物が存在し、108 の白い仏塔が 400m 四方の城壁に
沿って並んでいたとされている。モンゴル最古の寺院とされていたが、ドイツ・
モンゴル発掘合同調査隊のカラコルム遺跡発掘によって、エルデニゾー寺院以
前の寺院の存在が確認されている。現在 18 の建物が残っており,一部は寺院と
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して宗教活動している。 
 
    写真 4：エルデニゾー寺院外観 
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写真 5：エルデニゾー博物館 （筆者撮影）
 
写真 6：エルデニゾー寺院の跡地とされる寺院 
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3.5 調査対象地ハラホリン郡の位置づけ 
 本研究において研究対象地としてウブルハンガイ県ハラホリン郡を選定し
た理由は以下の通りである。 
 ハラホリン郡を訪れる観光客数（国内観光者を除く）は 3 大観光地とされ
るハラホリン郡、ウムヌゴビ県、フブスグル湖の中で一番多い。1 年間の
海外からの観光客数はハラホリン 2 万人弱、ウムヌゴビ県 2 万人弱、フブ
スグル湖 5 千人である（各国立公園データに基づく）。ハラホリンを訪れる
海外からの観光客は最も多いが、国内旅行者に関してフブスグル湖が 6 万
人弱（2015 年度）と首位となっている。 
 ハラホリン郡にある歴史遺跡は社会主義時代に国の特別保護下におかれ、
社会主義時代からモンゴルにおける文化観光の核として整備されてきた歴
史がある。 
 首都ウランバートルからハラホリンまでの道路はアスファルト舗装された
道路であり、観光の幹線道路であることから他地域と比べ,アクセスが非常
に良い。 
 モンゴル国家観光開発プログラムにおいて、今後観光開発の中心核として
観光開発強化地域に指定されている。 
 ハラホリン郡が位置するオルホン渓谷は世界文化遺産に「オルホン渓谷の
文化的景観」として登録されており、今後さらに文化歴史観光の中心核と
して開発される可能性が高い。 
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第 4 章 
 4.1 調査方法 
本研究において使用されたアンケート調査用紙は「ツーリズムインパクトに
対する態度尺度」である TIAS（Lankford ほか 1994）と先行研究を参考にし
ながら，今回新たに作成した。アンケート調査の項目は属性を含む一般事項 9
項目（年齢、学歴、職業、収入、家族構成、出身地等を含む）を含み、経済的
なインパクトに関する 7 項目（地域経済、地域住民のビジネス、雇用創出、物
価、世帯収入、地方への投資誘致、その他のビジネス分野への影響を含む）、社
会文化的な影響に関する 11 項目（地域住民の生活スタイル、社会的心理、地域
住民の言語能力、異文化への理解、休暇の適切な過ごし方、伝統文化、その保
護、宗教、地元に対する誇り、地元愛、犯罪発生、地域の安全、売春、非行行
為への影響を含む）、環境的な影響に関する 8 項目(騒音、渋滞、観光資源、道
路設備、町景観、インフラ整備、生物、エコシステム、その保護、放牧地、農
業地、土壌汚染への影響を含む）を含む 26 項目から構成された。  
回答は  「とても悪い影響を与えている」「悪い影響を与えている」「影響な
し」「良い影響を与えている」「とても良い影響を与えている」の５段階評価で
求めることとした。  
 本調査の調査対象は，ウブルハンガイ県ハラホリン郡に住む地域住民であり、
アンケート調査は 2016 年 9 月 5 日から 9 月 1１日の間、ハラホリン遺跡（観光
客向けの個人販売が多い）、エルデニゾー寺院（寺院外側にてアンティークショ
ップを経営する集団がいる）、ハラホリン郡役場、ハラホリン郡交通センター、
ハラホリン郡病院、ハラホリン郡警察、地域住民が利用する市場、地域のホテ
ルにて行われた。アンケート調査には街頭調査法を用い、その場で回答しても
らった結果、欠損値を含む回答がなく、分析対象は 100 名となった。 
ヒアリング調査は地域住民以外、副郡長またカラコルム博物館職員など観光
業に携わる人々を中心に実施した。 
 本研究において記述統計を用い、SPSS による分析を行う。 
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写真 7：エルデニゾー寺院の外側にて経営されているアンティークショップ。
今回の調査対象でもあり、主に観光客向けにアンテイーク品を販売している。 
 
写真 8：ハラホリン郡交通センター 
 
写真 9：ハラホリン遺跡（観光客向けのアンテイーク品の販売） 
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第 5 章 
 5.1 調査分析 
  はじめに、地域住民の属性を分析していく。アンケート調査によって把握さ
れた地域住民の属性結果は図 21 にて示す通りである。 
  
表 8：回答者の属性 
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まず性別別では、回答者 100 人のうち、男性が 43 人（43％）、女性が 57 人
（57％）を占めた。年齢別では 18 才から 25 才が 9 人（9％）、26 才から 35 才
が 24 人（24％）、36 才から 55 才までが 48 人（48％）、56 才以上が 19 人（19％）
である。 
家族構成別では家族構成が 2 人までが 17 人（17％）、家族構成が 3 人は 13
人（13％）、家族構成が 4 人は 33 人（33％）、家族構成が 5 人またそれ以上が
37 人（37％）だった。 
学歴別では、中学校卒が 31 人（31％）、高校卒が 23 人（23％）、大卒及び大
卒以上が 46 人（46％）だった。大学また大学以上が圧倒的な割合を占めており、
背景にはモンゴルの教育水準の高さが考えられる。 
職種別では、公務員は 24 人（24％）、NGO 職員は 1 人（1％）、会社員は 20 人
（20％）、自営業は 43 人（43％）、遊牧民は 4 人（4％）、年金生活者は 5 人（5％）、
学生は 2 人（2％）、無職は 1 人（1％）という結果となった。 
家族収入は 1 年間単位で計算され、年収が 2000＄までの人は 24 人（24％）、
年収が 2000＄から 3000＄までの人は 27 人（27％）、年収が 3000＄から 4500＄ま
での人は 18 人（18％）、年収が 4500＄以上の人は 31 人（31％）という割合に
なった。年収はモンゴル中央銀行の 2017 年 1 月のレート（1US ドル＝2500 モン
ゴルトゥグリグ）で換算された。 
自身および家族が観光業に携わっている人は 16 人（16％）、携わっていない
人は 84 人（84％）だった。ハラホリン郡出身者は 80 人（80％）、ハラホリン郡
に移住した人は 20 人（20％）で、ハラハリン郡出身者が圧倒的な割合を占めて
いる。観光地に最も近く、半径 500メートル以内に住んでいる住民は 18人（18％）、
500 メートルから 1 キロまでの半径に住む人は 15 人（15％）、1 キロ以上の半径
に住む住民は 67 人（67％）いた。 
まず、分類されたツーリズムインパクトに対して、項目分析を行った。「と
ても悪い影響を与えている」を 1，「悪い影響を与えている」を 2，「影響なし」
を３，「いい影響を与えている」を 4，「とてもいい影響を与えている」を 5 と
して得点化した。調査全体における項目毎の平均値，標準偏差は下記の図 22
に示す通りである。 
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分析結果からハラホリン郡住民は全体的にツーリズムインパクトを知覚し
ていることが示されている。地域住民は全 26 項目のうち物価への影響（m=2.76）、
犯罪発生、地域住民の安全(m=2.94)、売春、非行行為への影響(2.88)、騒音、
渋滞への影響(2.94)、観光資源への影響（2.90）、環境汚染への影響（2.62）、
動物、エコシステムへの影響（2.90）、放牧地、土壌、土壌汚染への影響（2.78）
に対して、ツーリズムインパクトのネガティブな側面を知覚していることが明
らかになっている。 
 
表 9：項目毎の平均値，標準偏差
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図 21：調査対象者評価の平均値 
経済的な影響、社会文化的な影響、環境的な影響に分けて、項目毎の平均値，
標準偏差を求めた結果は図 22 に示した通りである。 
 
図 22：経済的な影響に対して求めた項目毎の平均値 
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経済的な影響に対する項目全体の平均値は 3.41（m=3.41）であり、地
域住民は経済的な影響を知覚していることが明らかになった。経済的な影
響に対する項目平均値は、社会文化的、環境的な影響項目の平均値より高
いが、全体的に高い値とは言い難い。ツーリズムインパクトの経済的な側
面を表す項目の中で、地域住民はビジネスへの影響を最も高く評価した一
方、観光による物価への影響をネガティブな側面として知覚し、否定的な
態度を示した。全体的に、物価への影響を除き、ポジティブな側面を知覚
してことが示唆された。  
 
図 23：社会文化的な影響に対して求めた、項目毎の平均値 
社会文化的な影響に対する項目全体の平均値は 3.35（m=3.35）であり、
ハラホリン郡住民は地域社会における観光による社会文化的な影響を知
覚していることが示された（図 23）。社会文化的な側面を表す項目の中で、
観光は地域住民の地元に対する誇り、郷土愛に対して最もいい影響を与え
ていると評価され、続いて地域住民の言語能力への影響（3.59）、伝統文
化の保護への影響（ｍ＝3.54）、異文化理解、外国人との付き合いへの影
響（3.50）、地域住民のライフスタイルへの影響（3.3）はポジティブな側
面として評価された一方、観光による犯罪発生、地域住民の安全への影響
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（ｍ＝2.94）、売春、非行行為への影響（ｍ＝2.88）をネガティブな側面
として知覚していることが明らかにされた。全体的に、地域の社会文化に
おける観光による社会文化的な影響は存在し、それらの影響を地域住民が
知覚していることが示された。  
 
図 24：環境的な影響に対して求めた、項目毎の平均値 
ツーリズムインパクトの環境的な影響に対して求めた項目全体の平均
値は 3.02（m=3.02）であり、環境的な影響は少ないことが示唆された。
尺度８項目のうち、5 項目に対して地域住民は観光的な影響のネガティブ
な側面を知覚していることが明らかになった（図 24）。  
ハラホリン郡の地域住民は環境的な影響のポジティブ側面として、道路、
交通セクターの発展への影響（ｍ＝3.45）、公共施設、町景観への影響（ｍ
＝3.41）、環境エコシステム保護への影響（ｍ＝3.22）を評価し、騒音、
渋滞への影響（ｍ＝2.94）、環境汚染への影響（ｍ＝2.62）、エコシステム
への影響（ｍ＝2.9）、放牧地、土壌汚染への影響（ｍ＝2.78）をネガティ
ブな側面として知覚していることが示された。  
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先行研究において、人口動態変数はツーリズムインパクトに対する地域住民
の知覚、態度に影響を与える変数であることから、クロス集計を用いた属性に
よる比較分析を行った。 
 
表 10：ツーリズムインパクトに対する地域住民の知覚（性別別） 
分析の結果、ツーリズムインパクトに対する地域住民の知覚および態度に性
別による大きな差はみられなかったものの、ハラホリン郡における観光による
環境的な影響に対して、女性はより否定的な態度を示していることが明らかに
なった（表 10）。  
 
表 11：ツーリズムインパクトに対する地域住民の知覚（年齢別） 
年齢別では、ツーリズムインパクトに対する知覚および態度に年齢による大
きな差は見られなかった。26 才から 35 才までの地域住民はややツーリズムイ
ンパクトに対して肯定的な態度を示したが、一方、18 才から 25 才までの住民
が環境的な影響に対して否定的な態度を示していることが示唆された（表 11）。 
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表 12：ツーリズムインパクトに対する地域住民の知覚および態度（学歴別） 
学歴別では、ツーリズムインパクトに対する知覚および態度に大きな差は見
られなかったものの、大学卒以上の学歴を有する地域住民の態度はより肯定的
だった（表 12）。
 
表 13：ツーリズムインパクトに対する地域住民の知覚および態度（年収別） 
年収別では、年収 4500＄以上の地域住民は観光による経済的な影響に対しや
や肯定的な態度を示したが、環境的な影響に対して否定的だった（表 13）。 
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表 14：ツーリズムインパクトに対する地域住民の知覚（出身地別） 
出身地別では、ツーリズムインパクトに対する知覚および態度に大きな差は
見られなかった（表 14）ものの、ハラホリン郡に移住した地域住民はより経済
的な影響を肯定的に受け止めている結果となった。
 
表 15：ツーリズムインパクトに対する地域住民の知覚（観光業に携わる割合別） 
自身および家族が観光業に携わっているかどうかで分析した結果、自身およ
び家族が観光業に携わっている人ほどツーリズムインパクトに対する知覚およ
び態度がより肯定的だった（表 15）。  
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第 6 章 
6.1 結果のまとめと考察 
本研究のアンケート調査の結果、ハラホリン郡地域住民は地域社会における
ツーリズムインパクトをわずかに知覚している可能性が示された。インパクト
別では、経済的な影響に対して地域住民は最も反応を示し、地域経済への影響、
雇用創出への影響、地域住民のビジネスへの影響を肯定的に評価した。先行研
究で明らかになった経済的な影響である雇用創出（Liu ほか 1986、Lankford 
1994、Yoon ほか 2001）、重要な収入源（Liu ほか 1986、King ほか 1993）、交
渉機会の発生（Yoon ほか 2001）といったポジティブな側面に対し、地域住民は
肯定的な態度を示すという結果と今回の結果は重なる結果となった。しかし、
経済的な影響の全体的な平均値が 3.41（m=3.41）という非常に低い値であり、
筆者がアンケート調査と同時に実施したヒアリング調査結果から観光による経
済的な恩恵は観光スポット周辺で個人商売をする 20-30 人、宿泊施設経営者と
いったごく一部の地域住民に限ることが明らかになった。2007 年に発表された
「Social carrying capacity of nomadic peoples to tourism in the Omnogovi 
area of Mongolia」（Dorjsuren.A）研究では、調査対象となった遊牧民らの半
数以上が地域の観光開発に伴う経済的な恩恵を受けていると答えているが、ハ
ラホリン郡の地域住民の場合、観光開発による経済的な恩恵を受けていない割
合が非常に高い。観光開発の段階、郡の財政状況などから、観光業による地域
経済全体への影響は非常に小さいが、今回のアンケート調査結果背景には地域
住民の今後の観光開発による地域経済への期待感が大いに現われた可能性が高
い。 
自身および家族が観光業に携わっているハラホリンの地域住民の割合は低
かったが、経済的な影響に対する態度は最も肯定的で、自身また家族が観光産
業に携わっている場合、観光に対する地域住民の態度はより肯定的なものとな
る（Andereck ほか 2005、Lankford ほか 1994）という先行研究の結果と共通す
る結果となった。 
項目別ではハラホリンの地域住民は唯一、観光による物価上昇に対して否定
的な態度を示したが、2016 年 9 月のウブルハンガイ県全体における消費者物価
指数は先月より 0.1％、昨年度の同じ時期より 0.8％と緩やかに増加しており、
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急激な物価上昇の可能性は否定された。モンゴル全国の統計データにおいても
モンゴル全土における物価上昇が確認することができ、今回の調査結果は観光
による影響ではなく、地域住民の物価上昇に対する懸念である可能性が高いと
考えられる。 
社会文化的な影響に関して、項目全体の平均値は 3.35（m=3.35）で低く、地
域社会におけるツーリズム影響は低いと考えられた。項目別では、観光は地域
に対するプライド、郷土愛に非常にいい影響を与えることが最も肯定的に評価
され、先行研究である地域住民としての誇りや郷土愛に肯定的な影響を与える
（Yoon ほか 2001、Andereck ほか 2005）ことが本研究においても再確認された。    
ヒアリング調査結果から、観光による地域住民の生活への変化はほとんど把
握されず、遊牧民の定住化（首都に近い観光地に多い）なども見られなかった。
ネガティブな側面である、犯罪発生、売春行為に対して否定的な態度が示され
たが、過去 3 年間の統計データによると、ハラホリン郡における犯罪発生率は
年間平均 60 件であり、人口比から決して高い発生率と断定できない。ハラホリ
ン郡の犯罪データは統計上、分類されておらず、本研究において観光による犯
罪発生率を明確にすることができなかった。 
ハラホリン郡の地域住民は環境的な影響のポジティブ側面として、道路、
交通分野の発展、公共施設、町景観などに対して肯定的な態度を示したが、
エコシステムへの影響、騒音、渋滞への影響、環境汚染への影響、放牧地、
土壌汚染への影響般に対して否定的な態度を示した。ヒアリング調査と現
地調査によって、ハラホリン郡における国内観光客らによるごみ問題が確
認された。観光によるゴミ問題は「Social carrying capacity of nomadic 
peoples to tourism in the Omnogovi area of Mongolia」（Dorjsuren.A）
研究においてウムヌゴビ県においても指摘された影響であり、3 大観光地
の一つでもあるフブスグル湖においても同様な問題が報告されている。  
騒音、渋滞への影響（ｍ＝2.94）、環境汚染への影響（ｍ＝2.62）、エコ
システムへの影響（ｍ＝2.9）、放牧地、土壌汚染への影響（ｍ＝2.78）を
ネガティブな側面として知覚していることが示されたが、現地調査におい
て騒音と渋滞は全く確認されなかった。観光スポットまでの距離、観光ス
ポットの数などから、観光施設の密集などのネガティブな側面は確認され
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なかった。  
2014 年にオルホン渓谷国立公園が実施した環境アセスメント調査によ
ると、オルホン渓谷特別保護地域において放牧地、土壌汚染、エコシステ
ム（野生動物の数が増加）への影響は確認されなかった。研究対象地にお
けるアンケート調査とヒアリング調査と現地調査の結果に相違があるこ
とが明らかになったほか、ネガティブな側面に関して地域住民の先入観で
ある可能性が高いと考えられる。  
前述の通り、ツーリズムインパクトの両面性をハラホリンの地域住民は
知覚していることが本研究において明らかになったが、今回の調査におい
て地域住民の知覚 ,意識を把握することだけに留まり、各影響による実態、
その背景などに関して今後、長期的かつ詳細的に考察をする必要性を強く
感じた。特に、環境的な影響に関して専門的な調査を要することから、今
後、モンゴルにおいて同様の研究が行われることを期待したい。  
本研究において、モンゴル観光開発に関する最新統計データを収集して
おり、今後のその他の研究への一助となることを期待する。 
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